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厚生労働科学研究費 
がん対策推進総合研究事業（総括）研究報告書 

 
 
全国がん登録情報で得られる乳がん・卵巣がん・子宮体がんの発症率と胚細胞系列変異との統合解

析による累積リスク評価系の構築 
 

    研究代表者 白石航也 国立がん研究センター 

 研究要旨：                                 
 本研究では、全国がん登録で得られる各がん種における年齢層別での発症率などの
情報を活用することで、①乳がん、卵巣がん、子宮体がんにおける年齢層別での発症
率を算出、②年齢層別でのBRCA胚細胞系列変異をもつ場合の発症リスクを算出する、
③年齢層別のがん罹患率とBRCA1やBRCA2胚細胞系列変異などを伴う日本人乳がん・卵
巣がん・子宮がん患者の累積もしくは絶対リスクを算出する。これらの解析を通して、
日本人におけるBRCA1/2に対する発症リスクを明らかにする。 

    
針」に従って、試料提供者のプライバシーを
保護する。 
Ｃ．研究結果 
乳がん・卵巣がん・子宮体がん症例の絶対・
累積リスク算出に必要な診療情報の収集とゲ
ノム情報の統合を昨年度に引き続いて行っ
た。既取得ゲノムデータに対するアノテーシ
ョン（病的バリアントの有無）を実施した。
具体的には、ClinVarに登録されているACMG基
準情報の他に、QCIを用いたアノテーションも
利用した。BRCA2遺伝子に病的バリアントが認
められたのが163例、BRCA1遺伝子に病的バリ
アントが認められたのが92例であった。卵巣
がん症例に着目した場合、BRCA2遺伝子に病的
バリアントが認められたのが57例、BRCA1遺伝
子に病的バリアントが認められたのが104例
であった。診療情報の取得状況など様々なよ
う要因が重なり、上記の症例の内、バイオバ
ンクジャパンの症例を用いて、累積リスクを
算出し、乳がん・卵巣がん・子宮体がんの作
成を行い、統計学的に有意な差が認められた
乳がん・卵巣がんの評価を行った。 
 
Ｄ．考察・結論 
今回の累積リスクの評価系については、バイ
オバンクジャパンの症例を用いて検討を行
い、欧米人で報告されている傾向と同様の結
果となった。今後は現在までに報告されてい
る症例を含めて、メタ解析を実施し、より精
度の高い累積リスクを算出する予定である。
子宮体がんについては、複数のコントロール
集団と対比した解析を実施したものの、統計
学的な有意な差に至らなかったため、累積リ
スク評価ができなかったが、BRCA1/2ではな
く、リンチ症候群に着目した解析を実施する
予定である。 
 
Ｅ．研究発表（論文・学会発表） 
Momozawa et al., JAMA Oncology 2022 

 
①、②、③ 乳がん・卵巣がん・子宮体がん
症例の絶対・累積リスク算出に必要な診療
情報の収集とゲノム情報の統合 

①、②、③ 乳がん・卵巣がん・子宮体がん
に対する絶対・累積リスク評価系の構築 
国立がん研究センター： 
研究所：白石航也、河野隆志 
中央・東病院：加藤友康、内藤陽一 
がん対策情報センター：片野田耕太 
神奈川県立保健福祉大学・ヘルスイノベー
ション研究科：口羽文 

 

 
Ａ．研究目的 
本研究では、全国がん登録で各がん種における
年齢層別での発症率などの情報を活用すること
で、①乳がん、卵巣がん、子宮体がんにおける
年齢層別での発症率を算出、②年齢層別でのBR
CA胚細胞系列変異をもつ場合の発症リスクを算
出する、③年齢層別のがん罹患率とBRCA1やBRC
A2胚細胞系列変異などを伴う日本人乳がん・卵
巣がん・子宮がん患者の累積もしくは絶対リス
クを算出する。 

Ｂ．研究方法 
国立がん研究センターが中心となり収集された
乳がん、卵巣がん、子宮体がん症例とバイオバ
ンクジャパンにて収集された卵巣がん、子宮体
がん症例 14,239例に対して、遺伝性腫瘍に関わ
る１１遺伝子もしくは２５遺伝子の全エクソン
に対するターゲットシークエンスを実施した。
これらのゲノムデータを用いて、検出されたバ
リアントを評価し、ACMG基準に基づき、病的バ
リアントを選出した。。255例が遺伝性腫瘍由来
乳がん症例において、104例が遺伝性腫瘍由来卵
巣がん症例であった。子宮体がんはBRCA2におい
て0.6％において、認められたが、統計学的な有
意な差は認められなかった。 
（倫理面への配慮） 
「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指 
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厚生労働科学研究費 

がん対策推進総合研究事業（業務項目）研究報告書 
 
 
 

乳がん・卵巣がん症例の絶対・累積リスク算出に必要な診療情報の収集とゲノム情報の統合 
乳がん・卵巣がんに対する絶対・累積リスク評価系の構築 

 
研究分担者：白石航也、河野隆志（国立がん研究センター研究所）、加藤友康、内藤陽一（中央・東

病院）、片野田耕太（国立がん研究センターがん対策情報センター） 

 研究要旨：本研究に用いる14,239例のターゲットシークエンスデータの統合と乳がん症例7
179例で認められた5,312バリアント、卵巣がん症例2,569例で認められた3,319バリアント、
子宮体がん症例2,942例で認められた2,458バリアントに対する病的バリアントの評価を行
った。今回特にBRCA1/2に着目した累積リスク評価を行い、欧米人乳がん・卵巣がんの累積
リスクと同様な傾向を示した。このことから、欧米人とアジア人での遺伝性腫瘍の発症は
程度はあるものの、同様のサーベ―ランスが必要であることが分かった。今後は日本人手
段を対象に行われた研究を用いたメタ解析を実施し、詳細な検証を実施する予定である。 

    
この中よりACMG基準に基づき、病的バリア
ントを選出した。 
（倫理面への配慮） 
「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理
指針」に従って、試料提供者のプライバシー
を保護する。 
Ｃ．研究結果 
乳がん・卵巣がん・子宮体がん症例の絶対・累積
リスク算出に必要な診療情報の収集とゲノム情
報の統合を行った。 
Ｄ．考察・結論 
今回の解析結果から、遺伝性腫瘍が一般乳が
ん・卵巣がんにおいて5-10％占められており、
この結果は今までの疫学研究と大きく異なら
ない結果であった。したがって、日本人にお
ける散発的な乳がん・卵巣がん症例からなる
集団と考えられ、本研究の解析が実施できる
ことを確認した。来年度は、子宮体がんにつ
いて、解析を進めるとともに、複数のコント
ロール集団と対比した最適なリスクモデルの
構築を進める予定である。来年度にその成果
を報告する予定である。 
 
Ｅ．研究発表（論文・学会発表） 
Momozawa et al., JAMA Oncology 2022 

 
①、②、③ 乳がん・卵巣がん・子宮体がん
症例の絶対・累積リスク算出に必要な診療
情報の収集とゲノム情報の統合 

①、②、③ 乳がん・卵巣がん・子宮体がん
に対する絶対・累積リスク評価系の構築 
国立がん研究センター： 
研究所：白石航也、河野隆志 
病院：加藤友康、内藤陽一 
がん対策情報センター：片野田耕太 
神奈川県立保健福祉大学・ヘルスイノベー
ション研究科：口羽文 

 

 
Ａ．研究目的 
本研究では、全国がん登録で各がん種における
年齢層別での発症率などの情報を活用すること
で、①乳がん、卵巣がん、子宮体がんにおける
年齢層別での発症率を算出、②年齢層別でのBR
CA胚細胞系列変異をもつ場合の発症リスクを算
出する、③年齢層別のがん罹患率とBRCA1やBRC
A2胚細胞系列変異などを伴う日本人乳がん・卵
巣がん・子宮がん患者の累積もしくは絶対リス
クを算出する。 

Ｂ．研究方法 
国立がん研究センターが中心となり収集された
乳がん、卵巣がん、子宮体がん症例とバイオバ
ンクジャパンにて収集された卵巣がん、子宮体
がん症例 14,239例に対して、遺伝性腫瘍に関わ
る１１遺伝子もしくは２５遺伝子の全エクソン
に対するターゲットシークエンスを実施した。
これらのゲノムデータを用いて、検出されたバ
リアントを評価した。7179例の乳がん症例にお
いて、ToMMoなどの日本人一般集団において1％
以下で認められた5,312バリアントを研究対象
とした。同様に卵巣がん症例2,569例についても
同様に検討を行い、3,319バリアントを抽出し研
究対象とした。子宮体がん症例2,942例で認めら
れた2,458バリアントに対する病的バリアント
の評価を行った。 
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資料 1 病的バリアントを伴う乳がん患者数とその頻度 

 

遺伝子 

乳がん症例 

国立がん研究センター 

（7,278例） 

バイオバンクジャパン 

(7051 例） 

BRCA2 99 (1.36%) 84 (1.2%) 

BRCA1 204 (2.8%) 49 (0.7%) 

 

 

資料 2 卵巣がん・乳がん症例において遺伝性腫瘍に関わる遺伝子の内病的バリアント（疑いを

含む）の年齢別の頻度 
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(2) 乳がん症例における病的バリアントの頻度（N=7,278）
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資料 3 乳がん症例に対して、各施設における BRCA1/2の病的バリアントの頻度 

 

中央病院 東病院

登録症例数 3130 1629 2140 194 185

BRCA1 53 19 21 0 6

BRCA2 92 44 51 8 9

Total 145 63 72 8 15

(%) 4.6 3.9 3.4 4.1 8.1

国立がん研究センター 神奈川県立がん
センター

山梨県立中央
病院

福島県立医科
大学

施設

 
 

資料 4 卵巣がん症例に対して、各施設における BRCA1/2の病的バリアントの頻度 

 
埼玉医科大学

登録症例数 449 415 215 145 131 117 62 960

BRCA1 37 27 11 8 9 10 2 51

BRCA2 15 10 9 2 9 6 2 35

Total 52 37 20 10 18 16 4 86

(%) 11.6 8.9 9.3 6.9 13.7 13.7 6.5 9.0

東京慈恵会医科
大学

昭和大学
バイオバン
クジャパン

施設
神奈川県立がん
センター

山梨県立中央
病院

国立がん研究セ
ンター中央病院

福島県立医科
大学

 
 

資料 5 子宮体がん症例に対する各遺伝子に位置するバリアントを統合した遺伝子単位での関

連解析の結果 

 

 

資料 6 乳がん・卵巣がんの累積リスク 
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資料 7 14がん種における BRCA1/2に認められる病的バリアントの頻度 
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2022 年 4 月 1 日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                          機関名 国立研究開発法人国立がん研究センター 

 
                  所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                          氏 名 中釜 斉               
 

   次の職員の（令和）3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 がん対策推進総合研究事業                                       

２．研究課題名 全国がん登録情報で得られる乳がん・卵巣がん・子宮体がんの発症率と胚細胞系列変異と

の統合解析による絶対累積リスク評価系の構築                                        

３．研究者名  （所属部署・職名）研究所ゲノム生物学研究分野・ユニット長 

    （氏名・フリガナ）白石航也・シライシコウヤ                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 国立がん研究センター □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：               ） 
□   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
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５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：               ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
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（国立保健医療科学院長） 
                          機関名 国立研究開発法人国立がん研究センター 

 
                  所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                          氏 名 中釜 斉               
 

   次の職員の（令和）3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 がん対策推進総合研究事業                                       

２．研究課題名 全国がん登録情報で得られる乳がん・卵巣がん・子宮体がんの発症率と胚細胞系列変異と

の統合解析による絶対累積リスク評価系の構築                                        

３．研究者名  （所属部署・職名）研究所ゲノム生物学研究分野・分野長 

    （氏名・フリガナ）河野隆志・コウノタカシ                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 国立がん研究センター □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：               ） 
□   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：               ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 



                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 



2022 年 4 月 1 日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                          機関名 国立研究開発法人国立がん研究センター 

 
                  所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                          氏 名 中釜 斉               
 

   次の職員の（令和）3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 がん対策推進総合研究事業                                       

２．研究課題名 全国がん登録情報で得られる乳がん・卵巣がん・子宮体がんの発症率と胚細胞系列変異と

の統合解析による絶対累積リスク評価系の構築                                        

３．研究者名  （所属部署・職名）中央病院婦人腫瘍科・科長 

    （氏名・フリガナ）加藤友康・カトウトモヤス                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 国立がん研究センター □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：               ） 
□   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：               ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 



                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 



2022 年 4 月 1 日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                          機関名 国立研究開発法人国立がん研究センター 

 
                  所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                          氏 名 中釜 斉               
 

   次の職員の（令和）3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 がん対策推進総合研究事業                                       

２．研究課題名 全国がん登録情報で得られる乳がん・卵巣がん・子宮体がんの発症率と胚細胞系列変異と

の統合解析による絶対累積リスク評価系の構築                                        

３．研究者名  （所属部署・職名）東病院先端医療科/乳腺・腫瘍内科・医員 

    （氏名・フリガナ）内藤陽一・ナイトウヨウイチ                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 国立がん研究センター □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：               ） 
□   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：               ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 



                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 



2022 年 4 月 1 日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                          機関名 国立研究開発法人国立がん研究センター 

 
                  所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                          氏 名 中釜 斉               
 

   次の職員の（令和）3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 がん対策推進総合研究事業                                       

２．研究課題名 全国がん登録情報で得られる乳がん・卵巣がん・子宮体がんの発症率と胚細胞系列変異と

の統合解析による絶対累積リスク評価系の構築                                        

３．研究者名  （所属部署・職名）がん対策研究所予防検診政策研究部・部長 

    （氏名・フリガナ）片野田耕太・カタノダコウタ                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 国立がん研究センター □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：               ） 
□   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：               ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 



                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 



2022 年 4 月 1 日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                          機関名 公益大学法人神奈川県立保健福祉大学 

 
                  所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                          氏 名 中村 丁次               
 

   次の職員の（令和）3 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名 がん対策推進総合研究事業                                       

２．研究課題名 全国がん登録情報で得られる乳がん・卵巣がん・子宮体がんの発症率と胚細胞系列変異と

の統合解析による絶対累積リスク評価系の構築                                        

３．研究者名  （所属部署・職名）ヘルスイノベーション研究科・准教授 

    （氏名・フリガナ）口羽文・クチバアヤ                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：               ） 
□   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：               ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 



                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 


